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一
、
す
べ
て
の
人
び
と
の
し
あ
わ
せ
を
ね
が
い 

陰
の
力
と
な
っ
て
、
人
び
と
に
奉
仕
す
る
。 

 

一
、
常
に
く
ふ
う
し
て
人
び
と
の
た
め
に
、 

よ
り
よ
い
奉
仕
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

 
 

一
、
身
近
な
奉
仕
を
ひ
ろ
げ
、 

す
べ
て
の
人
び
と
と
手
を
つ
な
い
で
、 

世
界
の
平
和
に
つ
く
す
。 

ご協力ありがとうございました    

上 高 田 地 区 募 金 結 果 

平成 23年度 日赤社資募集 

     1,474,701円 

平成 23年度  赤い羽根 共同募金 

     1,264,665円 

    上高田地区募金委員会          

「
東
日
本
大
震
災
へ
の 思

い
」 

分
団
長 

斉
藤
喜
久
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
二
十
三
年
は
東
日
本
大
震

災
に
遭
遇
し
、
巨
大
津
波
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
の
事
故

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
と

い
う
二
重
三
重
の
苦
難
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
二
月
中
ご
ろ
の
新
聞
に

は
、
現
在
の
震
災
被
害
状
況
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
、

も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
日

赤
と
し
て
の
支
援
に
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
山
陰
、
北
陸
、
東
北
、
日
本

海
側
の
雪
の
被
害
も
け
た
外
れ
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
ひ
と
つ
、
昨

年
十
月
、
廣
瀨
良
明
様
が
東
京
都
赤

十
字
大
会
で
業
務
功
労
感
謝
状
を

受
賞
者
代
表
と
し
て
壇
上
に
お
い

て
近
衛
社
長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

 

「
日
赤
上
高
田
分
団 

 
 
 
 
 
 
 

 

総
会
」 

 

平
成
二
十
三
年
度 

上
高
田
分
団

総
会
が
四
月
十
三
日(

水)

上
高
田
地

域
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

二
十
二
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
、

監
査
報
告
、
二
十
三
年
度
の
事
業
計

画
案
、
予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 

 

「
東
京
都
赤
十
字
大
会
」 

 

十
月
六
日(

木)

明
治
神
宮
会
館
に

お
い
て
名
誉
副
総
裁 

秋
篠
宮
妃

殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
平
成
二
十
三

年
度
東
京
都
赤
十
字
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

上
高
田
分
団
で
は
業
務
功
労
感

謝
状
（
二
名
）
・
奉
仕
功
労
者
（
二

十
二
名
）
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

業
務
功
労
感
謝
状
を
廣
瀨
良
明

氏
が
受
賞
者
代
表
と
し
て
壇
上
に

お
い
て
近
衛
社
長
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

「
益 

々 

の 

 
 
 

ご 

活 

躍 

を
」 

中
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
支
援
担
当
副
参
事 

小
山 

真
実 

    

日
赤
奉
仕
団
上
高
田
分
団
で
は

献
血
や
奉
仕
活
動
、
災
害
時
を
想
定

し
た
様
々
な
救
護
訓
練
に
、
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
か
ま
ど
を
使
っ
た
炊
き
出

し
訓
練
は
上
高
田
な
ら
で
は
。 

昨
年
八
月
二
十
八
日
に
実
施
し

ま
し
た
中
野
区
総
合
防
災
訓
練
で

も
、
手
際
よ
く
作
業
を
さ
れ
る
訓
練

を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

又
、
分
団
の
広
報
誌
を
発
行
し
て

い
る
地
域
も
珍
し
く
、
皆
さ
ま
の
行

動
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ま
も
心
強
く
お
感
じ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

日
赤
奉
仕
団
の
皆
さ
ま
の
取
り

組
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。 

 

「
中
野
区
総
合
防
災
訓
練
」 

 

八
月
二
十
八
日
（
日
）
晴
天
の
中
、

区
立
白
桜
小
学
校
に
て
区
主
催
に

よ
る
総
合
防
災
訓
練
が
関
係
各
機

関
、
上
高
田
地
区
各
町
会
が
参
加
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

日
赤
上
高
田
分
団
も
勿
論
参
加

し
ま
し
た
。
区
か
ら
の
希
望
も
あ
り
、

か
ま
ど
を
活
用
し
た
薪
に
よ
る
炊

き
出
し
訓
練
を
実
施
、
各
小
中
学
校
、

P

T

A
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
、

お
米
二
十
キ
ロ
を
炊
き
上
げ
、
お
む

す
び
を
作
り
、
関
係
者
に
配
布
し
ま

し
た
。 

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
事
も

あ
り
、
参
集
訓
練
、
救
護
所
開
設
、

救
助
、
応
急
救
護
、
負
傷
者
の
状
態

に
応
じ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
医
療
訓
練
、

体
育
館
を
使
用
し
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

に
よ
る
間
仕
切
り
な
ど
の
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。 

又
、
獣
医
師
及
び
災
害
救
助
犬
も

参
加
し
、
避
難
所
で
の
検
証
も
行
い

ま
し
た
。
三
月
十
一
日
（
東
日
本
大

震
災
）
の
事
も
あ
り
、
区
民
の
関
心

も
非
常
に
高
く
、
約
七
百
名
近
く
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
か
つ
、
有

意
義
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

関
係
各
位
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



上 高 田 奉 仕 団 だ よ り 

 

【
活 

動 

の 

あ 

ゆ 

み
】 

 

平
成
２３ 

年 
4
・
３ 

中
野
通
り
桜
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
中
止 

4
・
４ 
第
1
回
役
員
会 

4
・
１３ 
総 

 
 

会 

 
 
 
  

２２
年
度
決
算
・
活
動
報
告 

 
 
  

 

２３
年
度
予
算
・
活
動
計
画 

 
 

 
 

 

協
賛
委
員
・
奉
仕
功
労
表

彰
者
推
薦
・
表
彰
者
の
確
認    

4
・
１４ 

 

東
日
本
大
震
災
義
援
金 

 
 
   

（
分
団
総
会
分
赤
十
字
社
へ
振
込
み
） 

4
・
15 

中
野
区
奉
仕
団
役
員
会       

4
・
２２ 

中
野
区
赤
十
字
奉
仕
団
総
会 

 

3
・
1
～
5
・
31 

緑
の
募
金
募
集 

5
・
1
～
31
日
赤
社
資
募
集 

 
 
 
    

5
・
６ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金 

 
 
 
 

（
中
野
区
日
赤
事
務
局
へ
） 

5
・
１１ 

献
血
部
会 

 
 
 
 

第
二
回
役
員
会  

      
   

5
・
13 

中
野
区
奉
仕
団
青
少
年
部
会 

5
・
１９ 

中
野
区
奉
仕
団
献
血
部
会

5
・
２０ 

中
野
区
奉
仕
団
福
祉
部
会     

5
・
26 

中
野
区
奉
仕
団
災
害
救
護
部
会 

6
・
16 

献
血
活
動 

 

受
付
者
55
名
・
採
血
者
44
名 

6
・
20 

救
護
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会 

 
 

6
・
30 

中
野
区
奉
仕
団 

六
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会 

7
・
1
～
8
・
31
青
い
羽
根
募
金
募
集  

  
  
  

7
・
15 

第
３
回
役
員
会 
     

   

7
・
18 

ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト 

7
・
21 

救
護
リ
ー
ダ
ー
講
習
会 

 
 
 
 

三
角
巾
に
よ
る
救
急
法   

  

7
・
２６ 

中
野
区
奉
仕
団 

六
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会 

7
・
２８ 

中
野
区
奉
仕
団
役
員
会 

8
・
２８ 

中
野
区
総
合
防
災
訓
練 

８
・
３０ 

中
野
区
奉
仕
団
災
害
救
護
部
会 

９
・
5 

中
野
区
奉
仕
団 

六
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会      

9
・
６ 

中
野
区
赤
十
字
奉
仕
団
合
同
会
議 

9
・
１４ 

第
４
回
役
員
会 

９
・
２７ 

中
野
区
赤
十
字
奉
仕
団
役
員
会 

9
・
３０  

三
角
巾
包
帯
結
講
習 

10
・
1
～

３１
赤
い
羽
根
共
同
募
金
募
集 

10
・
6 

東
京
都
赤
十
字
大
会 

 
 
 
 

業
務
功
労
感
謝
状
２
名 

 
 
 

 
 

奉
仕
功
労
表
彰
者 

２２
名 

１０
・
１２ 

子
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

10
・
１９ 
第
5
回
役
員
会 

青
少
年
部
会
・
災
害
救
護
部
会 

研
修
（
車
椅
子
の
介
助
法
１７
名
） 

１０
・
２８ 

中
野
区
奉
仕
団
災
害
救
護
部
会 

１０
・
31  

中
野
区
奉
仕
団 

六
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会 

11
・
6 

上
高
田
子
ど
も
ま
つ
り 

炊
き
出
し
訓
練
１２
名 

１１
・
１８ 

子
ど
も
ま
つ
り
反
省
会 

11
・
１９ 

中
野
救
護
フ
ェ
ス
タ
中
止 

１２
・
１２ 

中
野
区
奉
仕
団 

六
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会 

１２
・
１３ 

避
難
所
見
学
会
上
高
田
小
学
校 

 
 

平
成
２４
年 

1
・
１８ 

第
6
回
役
員
会 

1
・
２６ 

避
難
所
見
学
会
第
五
中
学
校 

１
・
２８ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
研
修
会 

２
・
１３ 

上
高
田
地
区
総
合
防
災
訓
練

全
体
会
議 

２
・
１４ 

施
設
見
学
会
（
東
京
都
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
辰
巳
） 

2
・
１７ 

第
7
回
役
員
会 

2
・
21 

中
野
区
奉
仕
団
献
血
部
会 

2
・
23 

中
野
区
奉
仕
団
役
員
会 

2
・
28 

中
野
区
奉
仕
団
福
祉
部
会 

3
・
４ 

上
高
田
地
区
総
合
防
災
訓
練
中
止   

３
・ 

６ 
 

中
野
区
奉
仕
団
青
少
年
部
会 

3 
・
１５ 

 

第
8
回
役
員
会 

年
間
活
動
報
告
・
次
年
度
計
画 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆ 

奉
仕
団
だ
よ
り
編
集
会
議 

☆ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会 

☆ 

中
野
区
赤
十
字
奉
仕
団
だ
よ
り 

 

広
報
部
会 

 

「
献
血
の
大
切
さ
」 

 

採
血
者
が
年
々
減
少
す
る
中
で
す

が
、
六
月
十
六
日(

木) 

区
民
活
動
セ

ン
タ
（
旧
地
域
セ
ン
タ
ー
）
で
献
血

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

ア
ポ
ロ
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
の

生
徒
さ
ん
、
㈱
ト
ム
ス
・
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
の
社
員
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
受
付
数
五
十
五
名
、
採

血
者
四
十
四
名
、
こ
の
う
ち
八
十

五
％
の
方
に
四
百
ミ
リ
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
内
容
の
濃
い
献
血
活
動

が
で
き
ま
し
た
。 

昼
食
は
分
団
員
の
手
作
り
を
先
生
、

看
護
士
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
方
も
一

緒
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
和

気
あ
い
あ
い
で
過
ご
し
、
午
後
の
活

動
に
移
り
ま
し
た
。 

採
血
基
準
が
変
更
に
な
り
、
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
年
齢
が
拡
大

し
、
男
性
に
限
り
十
七
歳
か
ら
四
百

ミ
リ
献
血
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

多
く
の
若
い
方
に
ご
協
力
頂
け
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
献
血
は
六
月
十
一
日(

月) 

 

「
は
じ
め
て
施
設
見
学
に 

参
加
し
て
」 

 

二
月
十
四
日(

火) 

江
東
区
辰
巳

に
あ
る
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
ま
し
た
。 

届
い
た
献
血
後
の
血
液
を
白
血
球

除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
に
通
し
、
遠
心
分

離
し
て
、
血
漿
、
赤
血
球
、
血
小
板

の
三
種
類
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適

し
た
温
度
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を
し
て
合
格

し
た
血
液
の
み
が
必
要
と
し
て
い
る

病
院
へ
運
ば
れ
ま
す
。
全
国
の
四
分

の
一
の
検
体
を
検
査
し
て
い
る
そ
う

で
す
。「
若
い
人
達
に
献
血
の
重
要
性

を
広
め
、協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
言
葉
が
胸
に
の
こ

り
ま
し
た
。 

 

「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 

心
配
さ
れ
た
雨
も
止
み
、
十
一
月

六
日(

日) 

子
ど
も
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

奉
仕
団
員
に
よ
る
釜
で
炊
く
ご
は

ん
た
き
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。 

十
五
キ
ロ
の
お
米
で
三
百
四
十
八

個
の
お
む
す
び
が
で
き
ま
し
た
。 

チ
ア
ガ
ー
ル
に
は
昼
食
を
兼
ね
て

二
個
の
お
に
ぎ
り
を
、
幼
児
か
ら
六

年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
は
一
個

の
お
に
ぎ
り
と
一
緒
に
日
赤
の
か
わ

い
い
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
声
を

か
け
な
が
ら
配
布
し
ま
し
た
。 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
研
修
に

参
加
し
て
」 

 

一
月
二
十
八
日(

土) 

東
京
都
支

部
に
お
い
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎

研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
赤
十

字 

赤
十
字
奉
仕
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
進
め
方
、
社
員
制
度
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
赤
十
字

の
謂
れ
や
種
類
の
あ
る
事
、
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
条
約
と
深
い
関
係
が
あ
る
事
、

奉
仕
団
の
種
類
の
多
い
こ
と
に
私
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

入
団
四
年
目
の
私
に
と
っ
て
、
大

変
勉
強
に
な
り
、
有
意
義
な
一
日
が

過
ご
せ
ま
し
た
。 

「
車
椅
子
介
助
の
講
習
会
」 

 

十
月
十
九
日(

水) 

区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
に
て
日
赤
東
京
都
支
部
の
講

師
の
方
二
名
に
よ
り
、
車
椅
子
介
助

の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
実
際
に
三
人

一
組
で
車
椅
子
を
使
い
、
前
後
、
左

右
に
押
し
た
り
、
段
差
を
つ
け
る
た

め
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
重
ね
、
そ
の
上
を

通
っ
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
乗

り
降
り
の
仕
方
、
外
に
出
て
の
坂
道

や
、
道
路
上
で
の
平
ら
な
道
を
選
ん

で
通
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。 

乗
っ
て
い
る
方
が
恐
怖
心
な
く
、

安
心
し
て
乗
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
体

験
し
ま
し
た
。 

【
編 

集 

後 

記
】 

地
域
の
多
く
の
皆
様
に
日
赤
の
活

動
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
一
年

に
一
回
広
報
誌
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
奉
仕
団
員
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
お
役
に
立
て
る
よ
う
訓
練
を
重
ね

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す 

 


